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ゴールめざして一直線
10月12日の体育の日、町立保育所３園の合同うんどう会が行われ
ました。子どもたちは、みんな楽しそうにかけっこをしたり、お遊戯
をしていました。
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集
中
改
革
プ
ラ
ン

進
行
中

　現在、鞍手町では、平成 17 年 12
月 27 日に策定された「第４次鞍手町
行財政改革集中改革プラン」に基づ
いて改革を進めています。
　この集中改革プランは、４つの基
本方針と 22 の基本目標、47 の具体
的改革項目で構成され、平成 21 年度
までに約 15 億円の財政的効果を引き
出していくことを目標としています。
　取り組みには、ＰＤＣＡサイクル
を導入し、計画（Plan・プラン）、実
行（Do・ドゥー）、検証（Check・チェッ
ク）、見直し（Action・アクション）
を絶えず繰り返すことで、継続的な
改善により効果を引き出していくこ
ととしています。

行財政改革推進委員会委員
（任期：平成21 年6月10日から平成23 年6月9日まで）

役職 氏　名 選出区分
会　長 亀井　滋 一般公募
職務代理者 武谷位千子 女性代表
委　員 岡㟢邦博 町議会関係
委　員 香原　暹 町議会関係
委　員 小川和男 地域自治関係
委　員 梶栗文一 農業関係
委　員 許斐英幸 商工業関係
委　員 有松弘美 ボランティア関係
委　員 小松原正春 福祉関係
委　員 末永　清 教育関係
委　員 麻生秀生 企業関係
委　員 藤井福吉 企業関係
委　員 田代昭信 企業関係
委　員 小島美智子 女性代表
委　員 五百路恵美子 一般公募

検
証
結
果
を
報
告

■
平
成
21
年
度
、
第
１
回
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会

　

平
成
21
年
度
、
第
１
回
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会
が
、
８
月
25
日
、
役

場
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
ま
ず
始
め
に
15
人

の
委
員
全
員
に
辞
令
を
交
付
。
今
回

が
初
め
て
の
就
任
と
な
る
農
業
関
係

の
梶
栗
文
一
委
員
、
福
祉
関
係
の
小

松
原
正
春
委
員
、
教
育
関
係
の
末
永

清
委
員
、
企
業
関
係
の
田
代
昭
信
委

員
に
は
、
町
長
か
ら
直
接
辞
令
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
会
長
の

選
出
が
行
わ
れ
、
一
般
公
募
の
亀
井 

滋
委
員
を
選
出
。
会
長
職
務
代
理
者

に
は
、
女
性
代
表
の
武
谷
位
千
子
委

員
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
四
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
取
り
組
み
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
き
、
平
成
19
年
度
と
20
年
度

を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の

取
り
組
み
の
検
証
と
見
直
し
結
果
が

併
せ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
17

年
度
に
策
定
し
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
約
二
十
五
億
の
財
源

不
足
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革

に
よ
る
達
成
効
果
見
込
み
約
十
四
億

円
と
基
金
の
取
り
崩
し
約
十
二
億

円
に
よ
り
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
の
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
は
実
質
的
に
は

底
を
つ
い
た
状
況
に
あ
り
、
今
後
の

事
業
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
財
源
不

足
を
補
う
原
資
の
確
保
が
課
題
と
な

り
ま
す
。
今
後
の
予
測
と
し
て
現
状

の
ま
ま
推
移
す
る
と
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
約

六
億
五
千
万
円
の
財
源
不
足
と
な
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平成21年度、第１回行財政改革推進委員会の様子

※
鞍
手
町
の
下
水
道
事
業
は
特
別
会
計
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
中
期
経
営
計
画
の
対
象
と
し
て
計
画
を
策

定
し
て
い
る
た
め
、
公
営
企
業
と
し
て
い
ま
す
。

（敬称略）
↑会長に選出された亀井会長

　

最
後
に
、
公
営
企
業
中
期
経
営
計

画
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
水

道
事
業
、
下
水
道
事
業
（
※
）、
病
院

事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
の
、

四
つ
の
公
営
企
業
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
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連
番
13

♦
職
員
提
案
制
度
の
導
入

  

連
番
10
、
12

♦
公
共
事
業
（
町
単
独
土
木
事
業

費
）
の
抑
制

♦
投
資
的
経
費
の
削
減

  

連
番
５

♦
施
設
使
用
料
の
有
料
化
及
び　

減
免
規
定
の
見
直
し

 

連
番
６

♦
企
業
誘
致
の
促
進
と
未
利
用
地

の
処
分

 

連
番
11

♦
敬
老
祝
金
の
支
給
対
象
者
の　

見
直
し

 

連
番
７

◆
交
付
基
準
に
基
づ
く
各
種
補
助

金
の
見
直
し

 

連
番
８
、
９

♦
適
正
な
組
織
体
制
・
人
事
配
置

の
合
理
化

♦
特
別
職
等
の
給
与
・
報
酬
等
の

見
直
し

 

連
番
４

♦
国
基
準
の
90
％
に
改
定　
　
　

　
（
保
育
料
の
改
定
）

改
革
の
進
ち
ょ
く
状
況

第４次鞍手町行財政改革

　

第
４
次
鞍
手
町
行
財
政
改
革
集

中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
４
つ
の
基

本
方
針
と
、
22
の
基
本
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
47

の
具
体
的
な
改
革
項
目
（
連
番
１

～
47
）
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
47
の
具
体
的
改
革
項
目
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、
約
15
億
円
の
財
政
的

効
果
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
平
成
19
年
度
、
20

年
度
に
実
施
し
た
改
革
項
目
に
つ

い
て
、
主
な
取
り
組
み
内
容
を
報

告
し
ま
す
。

平成21 年度までの累積効果額と達成率（見込み）
目標効果額　15億3,039万9千円
平成17年度効果額　39万２千円
平成18年度効果額　2億 8,019万円
平成19年度効果額　３億 7,145万1千円
平成20年度効果額　3億 6,766万円
平成21年度効果額　３億 8,502万６千円（見込み）
効果額計（見込み）14億 471万 9千円

H18
18.3%

H19
24.3%

H20
24%

H17　0.0%

100500

今年度末時点の達成率
91.8％（見込み） （％）

　

平
成
18
年
度
は
千
八
十
二
万
七
千

円
の
効
果
が
出
ま
し
た
が
、
平
成
19

年
度
の
国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴
う

税
源
移
譲
に
よ
る
未
納
額
の
増
加
や

平
成
20
年
中
途
か
ら
の
急
激
な
景
気

の
後
退
に
伴
う
所
得
の
減
少
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
結
果
的
に
町
民
税
及

び
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
額
が
増

加
し
、
連
番
２
の
「
滞
納
処
分
な
ど
」

を
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
平
成
20

年
度
ま
で
に
九
百
五
十
三
万
三
千
円

の
効
果
で
進
ち
ょ
く
率
が
二
・
四

七
％
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
３

年
間
で
、
段
階
的
に
国
基
準
の
保
育
料

の
90
％
に
到
達
す
る
よ
う
、
改
定
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
ま
で
に
七
百

六
十
八
万
一
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
度
は
、
五
百
三
十
一
万

四
千
円
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
７
月
よ
り
文
化
体
育
総

合
施
設
の
料
金
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
改
定
前
と
比
較
し
、
利
用
者
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

19
年
度
は
利
用
者
も
増
加
し
、
八
十

四
万
三
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
で
は
、
利

用
者
数
は
減
少
し
た
も
の
の
百
四
十

八
万
八
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
４
月
か
ら
は
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
も
改
定
し
て

い
ま
す
。

　

町
有
地
４
箇
所
、
民
有
地
７
箇
所

の
「
企
業
立
地
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、

企
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
福
岡

県
の
東
京
事
務
所
企
業
誘
致
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
支
援
を
受
け
、
情
報
収
集

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
利
用

地
の
処
分
に
よ
り
七
百
二
十
八
万
九

千
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
ま
で
の
毎
年
支
給
か

ら
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100

歳
以
上
の
節
目
支
給
に
見
直
し
を
行

い
、
平
成
20
年
度
ま
で
に
、
千
百
三
十

万
一
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
21
年
度
は
、
四
百
八
十
四
万
七
千
円

の
削
減
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
二
千
百
十
六
万
二

千
円
、
平
成
20
年
度
は
八
百
八
十
二

万
五
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

累
計
で
は
二
千
九
百
九
十
八
万
七
千

円
と
な
り
、
進
ち
ょ
く
率
は
83
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
者
を
補
充
し
な
い
こ
と
に
よ

り
、
人
件
費
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

定
年
退
職
者
の
ほ
か
早
期
退
職
者
が

見
込
数
以
上
あ
っ
た
た
め
、
累
積
効

果
額
は
目
標
数
値
を
大
幅
に
上
回
っ

て
お
り
、
平
成
20
年
度
ま
で
に
二
億

千
八
百
十
九
万
五
千
円
の
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。
特
別
職
に
つ
い
て
も
、

議
員
定
数
の
削
減
や
町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
の
給
与
の
減
額
に
よ
り
、
八

千
六
百
十
七
万
二
千
円
の
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
事
務
改
善
や
企
画
政
策

の
提
案
を
受
け
付
け
、
４
年
間
で
31

件
の
提
案
が
あ
り
、
講
演
会
な
ど
の

講
師
料
の
見
直
し
、
各
種
宣
伝
媒
体

の
作
成
、
職
員
旅
費
の
見
直
し
に
よ

り
百
三
十
四
万
四
千
円
の
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。

　

継
続
事
業
や
緊
急
を
要
す
る
事
業
の

み
を
精
査
し
、
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
ま
で
に
五
億
三
千
四
百
八

十
二
万
九
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
は
、
一
億
七
千
二
百
十
四

万
三
千
円
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
の
削
減
で
は
、

平
成
20
年
度
ま
で
に
七
千
三
百
二
十
三

万
五
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
21
年
度
は
六
百
万
円
の
効
果
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

平
成
19
～
20
年
度

H21の目標
3億8,502万6千円

25.2%

 

連
番
１
、
２
、
３

♦
目
標
収
納
率
の
設
定

♦
滞
納
処
分
の
強
化
や
民
事
手
続

の
実
施

♦
振
替
制
度
の
利
用
促
進
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連
番
21

♦
時
間
外
窓
口
の
設
置

 

連
番
38

♦
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
23
、
24
、
33

♦
住
民
参
画
の
推
進

♦
住
民
団
体
の
育
成
・
支
援

♦
附
属
機
関
の
見
直
し

❖
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
質
問

　

平
成
21
年
度
で
、
第
４
次
行
財
政
改

革
が
終
わ
る
が
、
平
成
22
年
度
以
降
、

行
財
政
改
革
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
？

▽
町
か
ら
の
回
答

　

現
在
の
第
４
次
の
プ
ラ
ン
を
手
直
し

す
る
手
法
、
ま
た
、
新
た
な
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
手
法
な
ど
い
く
つ
か
の
方
法

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
行
政
評
価
の
取
り
組

み
も
含
め
一
緒
に
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
行
政
評
価
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
質
問

　

行
政
評
価
の
導
入
の
項
目
に
つ
い

て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
外
部

評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
と
似
た

よ
う
に
感
じ
る
が
？

▽
町
か
ら
の
回
答

　

こ
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
一
つ
の
項

目
と
し
て
行
政
評
価
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
経
費
削

減
を
主
と
し
た
取
り
組
み
で
す
が
、
行

政
評
価
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
業

務
の
効
率
化
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

で
す
。
外
部
評
価
に
あ
た
っ
て
は
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
含
め
た
外
部
の
専
門
家

や
町
民
の
視
点
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
切
り
離
し
て
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

？！推
進
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

Ａ
Ｑ
＆

委
員
の
ひ
と
言

●指定管理者　町などが持つ公の施
設の管理・運営を代行する法人や団
体のことで、議会の議決を経て決定
されます。

↑指定管理者制度を導入した
　総合福祉センター

　

毎
週
木
曜
日
の
午
後
7
時
ま
で
税

務
住
民
課
、
会
計
収
納
対
策
課
、
教

育
課
（
中
央
公
民
館
）
で
時
間
外
窓

口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

度
の
総
利
用
件
数
は
千
五
十
九
件
、

平
成
20
年
度
は
千
二
百
五
十
五
件
で

年
々
利
用
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
住
民
参
画
の
推
進
」
と
「
住
民
団
体

の
育
成
・
支
援
」
の
項
目
は
、
協
働
の

根
幹
と
な
る
部
分
で
あ
り
、「
協
働
と
は
、

住
民
等
と
行
政
が
相
互
の
立
場
や
特
性

を
認
識
・
尊
重
し
な
が
ら
、
共
通
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
協
力
し
て
活
動

し
て
い
く
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
連
番
23
、
33
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
審
議
会
な
ど
の
委
員
の

公
募
を
行
い
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し

て
い
く
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
住
民

の
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。　

な
お
、

「
住
民
団
体
の
育
成
・
支
援
」
に
関
し
て

は
、
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
２
団
体
が
立
ち
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
、管
理
・

運
営
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
営

と
し
た
場
合
の
運
営
管
理
費
八
千
三

百
十
二
万
五
千
円
に
対
し
、
指
定
管

理
者
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
る
決
算

見
込
み
額
は
七
千
六
百
九
十
八
万
四

千
円
で
六
百
十
四
万
一
千
円
の
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
連
番
は
、
平
成
18
年
10
月

に
策
定
し
た
鞍
手
町
人
材
育
成
基
本
方

針
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
は
、
昇
格

試
験
制
度
の
導
入
に
よ
り
門
戸
を
開
い

て
お
り
、
班
長
職
へ
の
昇
格
試
験
で
は
、

平
成
19
年
度
に
女
性
職
員
１
名
の
合
格

者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
は

女
性
職
員
の
受
験
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
年
４
月
か
ら
施
行
し
て
い
る

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
主

旨
も
踏
ま
え
、
今
後
も
性
別
を
問
わ
ず

管
理
職
登
用
の
機
会
を
設
け
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
は
、
地
方
税

の
滞
納
処
分
や
処
理
に
つ
い
て
高
度
な

知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
た
め
、
福
岡

県
市
町
村
税
務
職
員
実
務
研
修
に
職
員

を
派
遣
し
、
さ
ら
に
、
地
方
公
務
員
法

に
関
す
る
高
度
な
知
識
の
習
得
の
た
め
、

中
央
研
修
所
（
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
）

の
研
修
講
師
養
成
派
遣
研
修
に
１
名
の

派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
20

年
度
は
人
事
交
流
・
派
遣
研
修
に
か
か

る
取
り
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

文
化
体
育
総
合
施
設
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
効
果

が
見
込
め
ず
、
施
設
管
理
体
制
を
見

直
し
、
直
営
で
運
営
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
経
費
削
減
の
た
め
平

成
20
年
４
月
か
ら
中
央
公
民
館
・
長

谷
別
館
の
管
理
人
を
廃
止
し
、
機
械

警
備
や
管
理
委
託
へ
移
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
体
育
施
設
の
監
視
人
も

業
者
委
託
へ
移
行
、
清
掃
業
務
委
託

に
つ
い
て
も
清
掃
員
を
削
減
し
、
平

成
20
年
度
は
、
四
百
八
十
六
万
円
の

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
4
月
に
課
室
局
の
統
廃

合
に
よ
る
再
編
を
行
い
、
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
、
係
制
を
廃
止
し
、
グ
ル
ー

プ
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

導
入
後
の
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
検

証
を
行
い
、
修
正
・
改
善
を
加
え
な

が
ら
効
率
的
な
組
織
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
業
務
量
に
応
じ
た
適
正

配
分
」
で
は
、
役
場
全
体
の
事
務
量

を
調
査
し
、「
第
４
次
鞍
手
町
定
員

適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「
課
室
局
の
統
廃
合
」
と
「
グ
ル
ー

プ
制
の
導
入
」
に
伴
い
事
務
分
掌
を

見
直
す
こ
と
で
、
平
成
21
年
4
月
現

在
の
普
通
会
計
職
員
数
は
百
三
十
一

人
で
平
成
17
年
４
月
と
比
較
し
て
25

人
の
減
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

連
番
39

♦
文
化
体
育
総
合
施
設　
　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
17
、
22

♦
行
政
評
価
の
導
入

♦
行
政
情
報
の
公
表
公
開

　

平
成
19
年
度
よ
り
行
政
評
価
推
進

委
員
会
、
実
務
担
当
者
で
構
成
す

る
行
政
評
価
研
究
会
を
設
置
し
、
制

度
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
20
年

４
月
か
ら
全
職
員
を
対
象
に
業
務
日

誌
の
運
用
を
開
始
し
、
人
件
費
を
含

め
た
総
コ
ス
ト
を
把
握
す
る
取
り
組

み
を
始
め
る
と
と
も
に
、
評
価
制
度

を
具
体
化
し
た
施
行
的
な
評
価
を
行

政
内
部
で
行
い
ま
し
た
。
平
成
21
年

度
に
は
本
格
的
に
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
住
民
の
意
向
を

評
価
に
反
映
さ
せ
る
た
め
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

行
政
評
価
の
客
観
性
や
透
明
性
を
高

め
る
た
め
、
行
政
外
部
の
専
門
家
や

公
募
委
員
な
ど
で
構
成
す
る
外
部
評

価
を
導
入
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
評
価
結
果
を
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
よ
り
具

体
的
な
行
政
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

連
番
30
、
31
、
32
、
34
、
35

♦
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用

♦
異
動
希
望
申
告
制
度
の
導
入

♦
昇
格
資
格
試
験
制
度
の
導
入

♦
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

♦
広
域
的
な
人
事
交
流
・
派
遣
の

検
討

連
番
25
、
26
、
28

♦
課
室
局
の
統
廃
合

♦
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

♦
業
務
量
に
応
じ
た
適
正
配
分
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連
番
40

♦
大
谷
自
然
公
園　
　
　
　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
41

♦
鞍
手
町
葬
斎
場　
　
　
　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
42

♦
鞍
手
町
衛
生
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
47

♦
鞍
手
分
校
の
存
続
・
統
合
・
廃

校
に
向
け
て
の
検
討

 

連
番
43

♦
剣
第
二
・
西
川
第
二
保
育
所
の

民
営
化

第４次鞍手町行財政改革

■
水
道
事
業

　

平
成
20
年
度
水
道
料
金
に
お

い
て
現
年
度
収
納
率
は
九
十
八
・

七
％
で
、
滞
納
分
は
九
十
二
・

七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
納

者
に
対
し
て
は
、
納
付
催
告
や
給

水
停
止
等
の
処
置
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度

か
ら
浄
水
施
設
の
改
修
に
着
手

す
る
予
定
で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ

水
道
料
金
の
検
討
な
ど
も
行
っ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
下
水
道
事
業

　

今
後
は
住
宅
密
集
地
で
あ
る

中
山
地
区
（
北
区
、
上
新
橋
区
、

西
区
、
い
牟
田
区
）
の
整
備
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
病
院
事
業

　

医
師
２
名
が
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
読
影
医
を
取
得
、
放
射
線

技
師
３
名
が
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

技
術
認
定
を
取
得
し
、
よ
り
正

確
な
検
査
お
よ
び
診
断
を
実
践

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

■
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

　

施
設
利
用
者
の
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
曜
日
を
開
設
し
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成
20
年
度
は
前
年
度

と
比
較
す
る
と
１
日
平
均
4.5
人

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

❖
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
質
問

　

地
域
の
人
か
ら
民
営
化
に
な
っ
て

サ
ー
ビ
ス
が
良
く
な
っ
た
と
話
を
聞
い

て
い
る
。
残
り
の
３
園
も
民
営
化
す
べ

き
と
思
う
が
、
今
後
の
展
望
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

▽
町
か
ら
の
回
答

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
送
迎
や
プ
ー
ル
教

室
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
で
町
と
の
違
い
が

で
て
き
て
い
ま
す
。
当
面
は
、
現
状
の

体
制
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
民

営
、
町
営
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
部
分
を

取
り
入
れ
て
連
携
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

❖
提
言
や
要
望
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
提
言

▽
室
木
小
・
西
川
小
の
統
合
の
検
討
に
つ
い
て

　

隣
同
士
の
学
校
の
統
合
だ
け
で
は
な

く
、
鞍
手
町
全
体
の
計
画
を
先
に
立
て

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
小
学
校

も
中
学
校
も
含
め
て
鞍
手
町
の
学
校
の

体
制
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
先
に
立
て
て
、
そ
の
基
本
計
画

に
沿
っ
て
統
合
を
進
め
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

鞍手町　行財政改革 検索

公表しています
　鞍手町では、第４次鞍手町行財政
改革集中改革プランと公営企業中期経営計
画を公表しています。役場総務課（役場２階）
の窓口で閲覧できるほか、町のホームペー
ジでもご覧になれます。また、ホームペー
ジには、会議の資料や議事録なども掲載し
ています。

↑存続することとなった鞍手分校

中
期
経
営
計
画

　

平
成
19
年
7
月
か
ら
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
運
営
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
平
成

20
年
度
ま
で

に
、
三
十
万

九
千
円
の
効

果
が
あ
り
ま

し
た
。
平
成

21
年
で
は
、

三
十
二
万
三

千
円
の
効
果

を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
運
営
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
度
ま
で
に
、
二
百
四

十
三
万
二
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
度
で
は
三
十
二
万
七

千
円
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
10
月
に
「
鞍
手
分
校
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
鞍

手
分
校
の
存
続
ま
た
は
廃
止
、
財
政

面
と
教
育
機
関
と
し
て
の
問
題
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
検
討
委

員
会
で
は
、財
政
面
か
ら
見
た
場
合
、

現
在
の
状
況
で
は
町
財
政
に
大
き
な

影
響
を
あ
た
え
る
よ
う
な
状
態
と
は

思
わ
れ
な
い
こ
と
や
、
生
徒
数
の
推

移
も
急
激
な
減
少
傾
向
で
は
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
今
後
も
特
色
あ
る
学

科
・
コ
ー
ス
や
教
育
課
程
を
編
成
す

る
よ
う
期
待
し
、「
現
状
で
は
、
鞍

手
分
校
は
存
続
が
望
ま
し
い
」
と
の

結
論
に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

後
、
鞍
手
分
校
の
運
営
状
況
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、

改
め
て
廃
止
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

と
の
協
議
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
８
月
に
「
室
木
小
学
校

と
西
川
小
学
校
の
統
合
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
平
成
20
年

９
月
と
10
月
に
検
討
委
員
会
を
実
施

し
、
平
成
21
年
２
月
に
は
室
木
小
学

校
区
へ
、
３
月
に
は
西
川
小
学
校
区

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

後
、
検
討
委
員
会
を
重
ね
、
と
り
ま

と
め
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
各
小
中
学
校

や
鞍
手
分
校
、
古
月
保
育
所
に
お
い

て
用
務
員
委
託
を
廃
止
し
、
警
備
会

社
へ
の
警
備
委
託
を
開
始
し
ま
し

た
。
平
成
19
年
度
、
平
成
20
年
度
は
、

い
ず
れ
も
千
七
十
九
万
三
千
円
の
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
も

同
額
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

保
育
所
の
民
営
化
の
検
討
を
行

い
、
保
育
所
民
営
化
に
係
る
移
管
法

人
選
考
委
員
会
で
、
応
募
さ
れ
た
社

会
福
祉
法
人
の
選
考
を
行
い
ま
し

た
。
保
護
者
へ
の
説
明
会
を
開
催

す
る
な
ど
の
準
備
を
経
て
、
平
成
21

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
剣
第
二
保
育

所
、
西
川
第
二
保
育
所
の
移
管
事
務

を
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
運
営
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
度
ま
で
に
、
千
百
十

万
一
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
で
は
五
百
八
万
五
千
円

の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

 

連
番
46

♦
室
木
小
学
校
と
西
川
小
学
校
の

統
合
に
つ
い
て
の
検
討

   

連
番
45

♦
学
校
用
務
員
委
託
の
廃
止

公
営
企
業
の
改
革
プ
ラ
ン
で
す



まちの話題 My Town Topics

　10 月 11 日、町民グラウンドで町民体育祭が行われまし
た。38 の区が参加し、各地区の代表選手は今年も輪投げ
や玉入れ、二人三脚リレーなど５種目の競技で競い合いま
した。子どもたちから高齢者まで、練習の成果を思う存分
に発揮していました。競技が終わった後は、皆、晴れ晴れ
とした顔をしていました。きっと満足のいく結果だったこ
とでしょう。

　10 月 12 日、好天にも恵まれた体育の日。町民グラウン
ドで保育所の運動会がありました。今年度より３保育所での
運動会です。プログラムはかけっこやお遊戯、保護者と一緒
の競技など盛りだくさん。年少さんから年長さんまで子ども
たちは元気いっぱいに走ったり、一生懸命に踊ったりと楽し
い１日を過ごしていました。

ちびっ子たちの運動会
▶町立保育所合同運動会

練習の成果を発揮!!
▶気持ちのいい汗を流しました

お待ちしています
お誕生日の記念に、か
わいいお子さんの写
真を広報「すくすく日記」
のコーナーで紹介し
ませんか。毎月、発行
月に誕生日を迎える
満３歳までのちびっ
子を募集しています。
12月生まれは、11月
11日（水）までに電
話で役場総務課☎４２
局２１１１番へお申し
込みください。

▼

西
に し か わ

川依
い ぶ き

吹くん
平成20年11月15日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう。毎
日、よく食べよく寝て、外で遊
ぶのが大好きな依吹。元気一杯
の依吹のかわいい笑顔に皆、癒
されているよ。これからもお
兄ちゃんと仲良く元気に笑顔
いっぱい大きくなってネ。（父
洋平さん、母　聖子さん・新延）

渡
わ た な べ

辺功
こ う た

太くん
平成19年11月27日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう!! い
いたずらで、わがままな功太く
んは我が家のアイドルです。こ
れからもお姉ちゃんと仲良く
元気いっぱい育ってね。（父　
雄二さん、母　朗子さん・中山）

小
お だ

田智
ち な

菜ちゃん
平成20年11月17日生まれ
智菜、１歳のお誕生日おめで
とう。いつもニコニコ笑顔で
パパとママを元気にしてくれ
てありがとう。智菜の笑顔は
パパとママを幸せにしてくれ
ます。これからもカワイイ笑
顔をたくさん見せてください。
そして元気にスクスクと成長
してください・（父　祐嗣さん、
母　智子さん・中山）

暴力団等追放推進町民大会
▶町民一丸となって

　９月 16 日に施行された鞍手町暴力団等追放条例を受け、
10 月 16 日、鞍手町と直方警察署・直方地区防犯協会によ
る暴力団等追放推進町民大会が行われました。大会決議が
宣言され、暴力追放宣言を参加者全員で唱和。その後、防
犯パトロール隊が校区ごとにわかれ、巡回パトロールを行
いました。安全・
安心な町づくり
のため、町民一
丸となって、こ
の町を守ってい
きましょう。

公民館まつりと美術展
▶思い思いの作品がズラリ

　10 月 16 日から 18 日の３日
間は芸術の祭典。公民館まつり
が中央公民館で、美術展が町立
体育館で開催されました。公民
館まつりでは、17 日は実技の
発表会で

ファッションショーやコーラスなど
がステージで披露されました。展示
コーナーでは、１年間、努力して作っ
た作品を展示。また、美術展にも力
作が目白押し。来場者たちは鞍手の
芸術家の作品に見入っていました。

木
き の し た

下航
わ た る

琉くん
平成20年11月23日生まれ
この１年あっという間でし
た。日に日にイタズラっ子
になってパパもママも大変
ですが、毎日の成長が楽し
みです。これからも元気に
大きく育ってね。（父　巌根
さん、母　未穂さん・中山）

2009.11−６



ふれあいフェスタ2009
▶ 21世紀の健康福祉の町を目指して

　今年も大豆の秘密を
探ります。7 月に大豆
の種をまいてから数ヶ
月が過ぎました。大豆
は早めに収穫すると枝
豆です。10 月 1 日、５
日に枝豆を収穫し、２
日、６日にはサングリーンで枝豆の販売に挑戦しました。
収穫し、販売した枝豆は、食育の活動に取り組む鞍手町農
業女性の会の皆さんの協力のもと自分たちで育てたもので
す。どの小学校も販売開始から 40 分程度で完売。児童た
ちはとてもうれしそうでした。また、10 月 14 日、西川小
学校では、昨年収穫した大豆を使って、きなこ作りにも挑
戦しました。「大豆がきなこになると ?」児童たちは不思
議そうですが、さっそく団子を作り、試食をしてみるとま
さに「きなこ」です。みんなおいしそうに食べていました。
またまた大豆の秘密の大発見となりましたね。

枝豆ときなこのお味は !?
▶今年は、西川小・古月小で枝豆収穫と販売

　９月 27 日、くらじの郷で今年もふれあいフェスタが行わ
れました。会場の体験コーナーでは、ウォークラリークイ
ズや昔あそび、歯科相談や介護・福祉など相談コーナーも
盛況。食進会は、栄養のバランスを考えた献立の試食コー
ナーなど盛りだくさん。町立保育所の保育士による親子で
遊ぼうコーナーでは、大人も子どもも一緒に踊ったりと楽
しそうに１日を過ごしていました。

11月生まれ
Happy  birthday  to  you.

藤
ふ じ い

井徠
ら い き

貴くん
平成19年11月８日生まれ
らい、２歳のお誕生日おめでと
う!! いつもお兄ちゃんたちのま
ねばかりして楽しませてくれ
ますネ!! 元気一杯のらい、たく
ましくやさしい子でいてくだ
さい。これからも兄弟仲良く
ネ!!（父　誠三さん、母　智美
さん・新延）

芝
し ば

　桜
お う す け

佑くん
平成20年11月５日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう!!
大好きなさくらねえちゃんと
いつも楽しく遊んでいる姿が
大好きです。おうちゃんの笑
顔は家族みんなの宝物だよ。
明るくて元気いっぱいの男の
子になってね。（父 　敏治さん、
母　寛子さん・中山）

馬
ば ば

場桃
も も か

花ちゃん
平成19年11月３日生まれ
桃花、２歳のお誕生日おめでと
う!! ちょっと怖がりなところも
あるけど（笑）これからも笑顔
を忘れず元気にすくすく育っ
てネ!!（父　浩治さん、母　早
苗さん・弥生）

　自己紹介もそこそこに、宮西節が炸裂です。絵本作家の
宮西達也さんの講演会が９月 26 日中央公民館で行われまし
た。この講演は毎年、鞍手町文庫連絡会と教育委員会の主
催で行われています。この日は、たくさんの親子連れや宮
西ファンが来場しました。語
り口調は、きさくでユーモア
満点。会場は終始笑いでいっ
ぱいでした。宮西さんの絵本
は、一度は見たことがあるの
ではないでしょうか ? ティラ
ノサウルスシリーズは大人気
の１冊です。また、親と子の
ふれあい、命の大切さなどを
教えてくれる本であり、心温
まる絵本がいっぱいです。一
度手にとってみませんか ?

宮西節が炸裂
▶会場は笑いでいっぱい

すくすく
日記

富
と み な が

永和
か ず た か

賢くん
平成19年11月10日生まれ
かずくん、２人のお兄ちゃん
に見習って、いや見習わない
で（笑）、すくすく元気に大き
くなってね!!（父 　明判さん、
母　知賀代さん・新延）

７−2009.11



楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

短歌 渡辺栄子さん
（長谷）

裏山の竹林を見ていま
すと、竹の真っ直ぐさ、
しなやかさに憧れます。
どんな風にも身をまかせ
ていますが、風がやめば
必ず定位置に己をしかと
戻します。その姿に人間
としての生き方を学ばせ
られるのです。

ちぎり絵 篠原美智子さん
（新北）

夏の朝の涼しさを誘う朝顔を思い出
しながらの作品です。涼しさを呼ぶ花
として感じられ
れば幸いです。

風
吹
け
ば　

風
に
し
た
が
う　

竹
林
の

　
　
　

己
に
も
ど
る　

位
置
の
た
し
か
さ

2009.11−８

武智ツモルさん
（中山）木彫

寿福文字絵です。右が長命、左が福寿禄
です。簡単ですけど衣が字になっていると
ころが感心しています。

舞
踊
協
会
定
期
公
演
会

●
鞍
手
町
舞
踊
協
会

南
陵
太
鼓

感
謝
の
コ
ン
サ
ー
ト

●
南
陵
太
鼓
事
務
局

南
陵
太
鼓
は
、
来
年
で
創
立
25
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
を
前
に

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
感
謝
を
込
め
て
、
無
料
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
15
日
（
日
）
開
演
＝
午

前
10
時

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

演
奏
と
展
示

　

午
前　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

午
後　

太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

終
日　

展
示
ブ
ー
ス
併
設

　
　
　
　

・
懐
か
し
の
写
真
展
示

　
　
　
　

・
歴
代
衣
装
の
展
示

　
　
　
　

・
プ
レ
ミ
ア
映
像　

他

●
問
い
合
わ
せ　

南
陵
太
鼓
事
務
局
☎

４
２
局
６
５
７
１
番
ま
で

鞍
手
町
舞

踊
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り

第
12
回
定
期

公
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

今
回
も
舞
踊

愛
好
者
が
多
数
出
演
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

藤
間
菊
名
里
☎
４
２

局
２
０
４
５
番
ま
で

は
じ
め
て
の

お
さ
ら
い
会

●
歌
を
楽
し
む
会

歌
を
楽
し
む
会
は
、
結

成
し
て
２
年
。
今
回
、「
は

じ
め
て
の
お
さ
ら
い
会
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合

わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
７
日
（
月
）
午
前
11
時

か
ら
12
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

石
松
☎
４
２
局
２

８
５
２
番
ま
で

子
育
て
講
演
会

大
人
の
教
育
力
向
上

●
西
川
小
学
校

10
月
14

日
、
西
川

小
学
校
で

子
育
て
講

演
会
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
終
日

授
業
参
観
で
す
。
保
護
者
は
時

間
の
限
り
、
子
ど
も
た
ち
の
授

業
風
景
を
見
て
、
日
ご
ろ
は
見

れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

て
、
ほ
っ
と
し
た
り
、
ハ
ラ
ハ

ラ
し
た
り
の
１
日
の
よ
う
で
し

た
。
午
後
か
ら
は
『「
教
育
力
向

上
」
福
岡
県
民
運
動
』
の
一
環

と
し
て
子
育
て
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
県
教
育
庁
教
育
企
画

部
教
育
力
向
上
対
策
室
の
牛
島

昌
哉
さ
ん
よ
り
、「
大
人
の
教
育

力
向
上
」
と
題
し
て
講
話
。
ま

ず
は
、
大
人
の
側
の
意
識
改
革

が
必
要
だ
と
い
う
講
師
の
牛
島

さ
ん
。
子
ど
も
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
か
か
わ
り
方
を
持

つ
こ
と
が
重
要
。
目
線
を
変
え

て
子
ど
も
と
か
か
わ
り
を
持
つ

と
、
き
っ
と
よ
い
関
係
が
生
ま

れ
る
は
ず
だ
と
、
保
護
者
た
ち

に
わ
か
り
や
す
く
話
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸リフォーム
母のつむぎの羽織でロングブラウスを
仕立てました。張りがあったので、ピン
タックを縫うのが
大変でした。

粘土を７mmの板状にして、これを
正六角形、幅15mmのものを60枚作
り、これを少しずつずらして重ね、修
正を加えて、このよう
な形に出来上がりまし
た。不出来は別にして、
ものづくりを楽しみま
した。

９−2009.11

花田弘子さん
（新延本村）

宮川久信さん
（中山）

感
謝
の
花
束

●
弥
生
区　

有
松
弘
美
さ
ん

９
月
20
日
、
弥
生
区
公

民
館
で
、
老
い
を
寿こ

と
ほ

ぐ
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鞍
手
町
長
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
に
続
き
、

子
ど
も
会
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
節
」
お
よ

び
女
性
部
の
熱
の
入
っ
た
踊
り
が
次
々
と

繰
り
広
げ
ら
れ
、
長
寿
者
の
瞳
が
輝
き
歓

喜
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
宴
も
た
け
な

わ
に
な
り
、
長
寿
者
を
代
表
し
て
、
東
マ

リ
子
さ
ん
（
92
歳
）
が
日
本
舞
踊
「
三
味

線
姉
妹
」
を
披
露
し
て
、
感
動
と
共
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
わ
り
に
孫

娘
の
美
奈
子
さ
ん
（
３
児
の
母
）
か
ら
感

謝
の
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
、
笑
顔
の
表
情

に
も
涙
が
筋
を
描
い
た
よ
う
に
見
え
、
盛

会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

Relay Essay

今
日
も
う
た
う
よ
。

今
の
姿
か
ら
は
と
て
も
想
像
つ
か
な
い

が
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
病
気
に
か
か
っ
た

ら
し
い
。
そ
れ
は
そ
れ
は
大
き
な
病
気

だ
っ
た
そ
う
で
、
一
説
に
よ
る
と
「
98
％

あ
き
ら
め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
そ

う
だ
。
し
か
し
、
み
る
み
る
回
復
し
た
私

は
、
鞍
手
町
の
大
自
然
の
中
、
む
く
む
く

と
成
長
し
た
。
そ
し
て
26
年
が
経
っ
た
今
、

ギ
タ
ー
を
持
っ
て
う
た
っ
て
い
る
。

曲
を
作
る
こ
と
、
人
前
で
う
た
う
こ
と
、

「
す
ご
い
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
け

ど
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
誰
も
が
胸
の

奥
に
し
ま
っ
て
あ
る
で
あ
ろ
う
、
揺
る
が

な
い
何
か
が
、
時
々
温
度
上
昇
し
、
溶
け

出
し
、
あ
ふ
れ
出
す
、
そ
い
つ
が
ど
う
い

う
わ
け
か
、
の
ど
を
通
り
口
か
ら
音
が
こ

ぼ
れ
る
、
一
方
で
、
指
先
に
伝
わ
り
６
本

の
弦
を
は
じ
く
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
。

と
は
い
え
、
楽
な
こ
と
ば
か
り
で
も
な

い
。
い
つ
で
も
自
由
に
笑
っ
て
い
る
よ
う

な
私
だ
け
ど
、
何
度
も
自
分
に
負
け
そ
う

に
な
っ
た
。
手
に
し
て
４
年
目
の
ギ
タ
ー

は
毎
日
表
情
を
変
え
、体
で
も
あ
り
、楽
器

で
も
あ
る
こ
の
の
ど
は
私
の
意
見
を
す
ん

な
り
受
け
入
れ
な
い
と
き
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
上
達
し
な
い
。
自
分
の
不
器
用
さ
に

い
ら
だ
ち
を
感
じ
、
投
げ
出
し
そ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、
そ
ん
な
と
き
思

い
出
す
の
は
「
98
％
」
と
い
う
数
字
。
も

う
ほ
と
ん
ど
奇
跡
だ
。
奇
跡
的
に
こ
こ
に

あ
る
体
、
自
由
に
響
か
せ
て
あ
げ
な
き
ゃ

損
だ
。

だ
か
ら
、
今
日
も
う
た
う
よ
。
お
嫁
さ

ん
に
な
っ
て
も
、
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
も
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
、
き
っ
と
私

は
う
た
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

次
回
は
、
徐そ　

麻ま

み弥
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
草
あ
ゆ
み
さ
ん
（
長
谷
・
26
歳
）

VOL
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

福
岡
県
民
体
育
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

９
月
19
日
と
20
日
に
第
52
回
福
岡
県
民
体
育
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鞍
手
町
も
鞍
手
郡
の
代
表

と
し
て
各
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
上
位
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

●
陸
上
競
技　

▽
壮
年
男
子
３
０
０
０
ｍ
（
60
歳

か
ら
69
歳
）
第
３
位
＝
石
橋
健
次

第
20
回
鞍
手
町
長
旗
争
奪

野
球
大
会
結
果

●
鞍
手
町
野
球
連
盟

９
月
６
日
か
ら
27
日
の
毎
週
日
曜
日
、
第
20
回

鞍
手
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
17
チ
ー
ム
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
丸

数
字
は
順
位
）

①
福
岡
ワ
ー
ク
ス
②
ビ
ッ
グ
ド
リ
ー
ム
③
タ
カ

ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
福
岡
、
ハ
リ
ー
ズ

家
庭
菜
園
３
年
目

双
子
の
な
す
び
が

収
穫
で
き
ま
し
た

●
花
田
千
鶴
子
（
大
池
）

家
の
敷
地
内
に
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う

り
な
ど
を
少
し
ず
つ
植
え
家
庭
菜
園

を
し
て
い
ま
す
。
な
す
び
だ
け
が
収

穫
で
き
ず
に
い
た
の
で
す
が
、
あ
き

ら
め
ず
に
苗
を
植
え
た
と
こ
ろ
、
今

年
は
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
に
双
子
の
珍
品
が
目
に
つ
き
、

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
頑

張
っ
た
結
果
と
思
い
、
こ
れ
か
ら

も
家
庭
菜
園

を
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま

す
。



国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFOR

MATION

／11月の休館日は、４日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時までです／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

　

生まれたときから耳が聞こえないブタ
さん。「音ってどんなものなの？」そん
なブタさんに、音を教えてくれたサル
くんがいました。きっとあなたにも音
が見えてきます。ブタさんのサルくん
への思いがあたたかい絵本になりまし
た。耳が聞こえなくても支えてくれる
人の力がいろいろな音を教えてくれる。
子どもから大人まで感動をよぶ絵本で
す。

サルくんとブタさん
作＝たどころみなみ

「最悪」から10年、「邪魔」から８年。
奥田英朗が打ち立てた新たなる金字塔。
人口12万人の寂れた地方都市・ゆめ
の。この地で鬱屈を抱えながら生きる
５人の人間が陥った思いがけない事態
を描く渾身の群像劇。

無理
作＝奥田英朗

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／新参者（作＝東野圭吾）／人間の運命（作＝五木寛之）
／かけら（作＝青山七恵）／６teen（作＝石田衣良）／ダ
リア（作＝辻　仁成）／神々の午

うたたね

睡（作＝あさのあつこ）
／悪霊の島上・下（作＝スティーヴン・キング）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／大阪うまいもんのうた（作＝長谷川義史）／コンガらガッ
ち　どっちにすすむ？の本（作＝ユーフラテス）／くまの楽
器店（作＝安房直子）／ねこのミルとねずみのチムニー（作
＝原　裕朗）／いつもいっしょ（作＝かさいまり）／こうえ
んのかみさま（作＝すぎはらともこ）／かいじゅうたちのい
るところ（作＝モーリス・センダック）

老いてこそ人生
作＝石原慎太郎

今
、
東
京
都
知
事

と
し
て
活
躍

中
の
石
原
氏
。

今
年
は
日
本
の
政
治
が

大
き
く
変
わ
る
か
も
し

れ
な
い
。
ま
す
ま
す
彼

の
言
動
に
目
が
離
せ
な

い
。
し
か
し
、
本
業
は

作
家
。
自
ら
も
70
歳
を

こ
え
、
体
力
的
に
衰
え

を
感
じ
な
が
ら
も
、
老

い
と
正
面
か
ら
向
き
合

う
な
か
で
、
今
ま
で
に

出
会
っ
た
い
ろ
い
ろ
な

人
物
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

そ
れ
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
、
教
え
ら
れ
た
こ

と
を
紹
介
し
て
い
る
。

私
た
ち
に
は
ち
ょ
っ
と

縁
の
な
さ
そ
う
な
生
活

ぶ
り
は
、
い
ろ
い
ろ
興

味
を
魅
か
れ
る
。

十歳のきみへ
作＝日野原重明

皆
さ
ん
ご
存
知

の
日
野
原
先

生
。
現
在
98
歳

で
現
役
の
医
師
。88
歳
の

頃
か
ら
始
め
た
小
学
校

で
の
出
張
授
業
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
お

き
た
い
こ
と
を
語
り
か

け
た
一
冊
。出
張
授
業
の

小
学
生
に
は
、聴
診
器
を

使
っ
て
心
臓
の
鼓
動
を

聞
か
せ
る
こ
と
に
よ
り

「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
話

を
始
め
、寿
命
や
世
界
平

和
に
ま
で
広
が
っ
て
い

く
。や
さ
し
い
言
葉
で
書

か
れ
て
は
い
る
が
、内
容

は
深
く
、大
人
が
読
ん
で

も
お
も
し
ろ
い
。

の

本
だ
な
。

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

11
月
は
「
伝
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
石
橋
洋
美
さ
ん
（
い
ず
み
読
書
会
）
で
す
。

2009.11−10



Health
？

慢
性
腎
臓
病
を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
塩
分
制
限
、
タ
ン
パ
ク
制
限
、
カ
リ
ウ
ム
制
限

な
ど
の
『
食
事
療
法
』、
肥
満
の
解
消
、
禁
煙
、
節
酒
な
ど
『
生
活
習
慣
の
改
善
』、
血
圧
管
理
、

脂
質
異
常
症
の
治
療
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
松
一
彦
さ
ん
・
た
か
ま
つ
か
ず
ひ
こ
・
鞍
手
町
立
病
院
給
食
室
長
（
管
理
栄
養
士
）。
昭
和
52
年
３
月
神
戸
学
院
大
学
栄
養
学
部
を
卒
業
後
、
健
和
総
合
病
院
栄

養
科
を
経
て
、
昭
和
56
年
３
月
か
ら
町
立
病
院
に
勤
務
。
55
歳
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

高松管理栄養士の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。

最
近
病
院
を
受
診
し
検
査
を
し
た
時
に
、
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
52
歳
・
男
性
）

ン
の
分
泌
」
や
血
圧
を
調
整
す
る

機
能
な
ど
、
多
く
の
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て

い
る
尿
を
排
泄
す
る
だ
け
で
な
く

様
々
な
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
自
分
が
腎
臓
病
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
「
隠

れ
腎
臓
病
」
の
人
が
全
国
に
は

千
三
百
万
人
、
つ
ま
り
10
人
に
１

人
の
割
合
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

腎
臓
は
毛
細
血
管
の
集
合
体
み

た
い
な
も
の
で
、
１
日
に
千
四
百

～
千
八
百
リ
ッ
ト
ル
の
血
液
を
ろ

過
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ろ
過
す
る

力
が
低
下
し
て
く
る
と
老
廃
物
が

十
分
に
捨
て
ら
れ
ず
に
血
液
中
に

残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

よ
く
血
液
検
査
を
す
る
と
尿
素

窒
素
（
Ｂ
Ｕ
Ｎ
）
や
ク
レ
ア
チ
ニ

ン(

Ｃ
Ｒ
Ｅ)
な
ど
の
値
が
高
い

と
か
低
い
と
か
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
血
液
中
の
老
廃
物
の
量
や
腎

機
能
の
状
態
を
診
て
い
る
の
で

す
。

【
腎
臓
の
機
能
】

　

腎
臓
の
機
能
は
、
ウ
イ
ル
ス
や

自
己
免
疫
疾
患
で
も
腎
機
能
が
低

下
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
状
態
が

続
く
と
少
し
ず
つ
血
管
の
老
化
が

起
こ
る
た
め
機
能
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
腎
臓
病
は
一
部
の
急

性
疾
患
を
除
い
て
、
一
端
機
能
が

低
下
し
て
し
ま
う
と
元
に
は
戻
り

ま
せ
ん
。

　

機
能
低
下
が
続
け
ば
末
期
腎
不

全
へ
と
な
り
、
人
工
透
析
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
な

ど
の
心
血
管
病

の
危
険
性
も
高

く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

【
腎
臓
病
を
改
善
す
る
に
は
】

　

慢
性
腎
臓
病
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
病
気
の
治
療
、
慢
性
腎
臓
病

を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
の
治
療
で

大
切
な
の
は
、
具
体
的
に
は
、
塩

分
制
限
、
タ
ン
パ
ク
制
限
、
カ
リ

ウ
ム
制
限
な
ど
の
『
食
事
療
法
』、

肥
満
の
解
消
、
禁
煙
、
節
酒
な
ど

『
生
活
習
慣
の
改
善
』、
血
圧
管
理
、

脂
質
異
常
症
の
治
療
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
ご
自
身
で
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
の

割
合
を
占
め
る
た
め
、
先
ず
は
腎

臓
の
基
本
的
な
働
き
を
知
る
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

ADVICE

【
腎
臓
の
働
き
】

　

腎
臓
の
働
き
は
、
血
液
を
ろ
過

し
て
血
液
の
中
の
老
廃
物
を
除
去

し
て
尿
を
つ
く
る
「
老
廃
物
の
排

泄
」、
尿
の
濃
さ
や
量
を
調
節
し
、

体
の
中
の
水
分
を
一
定
に
保
つ

「
水
分
の
調
整
」、
骨
祖
鬆
症
な
ど

に
関
係
し
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
を
促
す
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
活

性
化
」、
貧
血
を
防
ぐ
ホ
ル
モ
ン

を
分
泌
す
る
「
造
血
刺
激
ホ
ル
モ

　

町
立
病
院
で
は
11
月
に
腎
臓
病
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
腎
臓
病
の
医
師
に

よ
る
講
演
、
薬
剤
師
に
よ
る
薬
に
つ
い

て
の
講
演
、
栄
養
士
に
よ
る
食
事
に
対

す
る
説
明
や
試
食
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

先
ず
は
知
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
16
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

11−2009.11
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SupportCOM
MENT 国保の

そこが知りたい
役場保険年金班☎42局2111番

国民健康保険
制度の
解説です

こ
ん
な
と
き
に
は

14
日
以
内
に

必
ず
届
け
出

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
の
全
員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人
に
次

の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
14
日

以
内
に
役
場
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班
へ
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を
忘
れ
た
り
、

遅
れ
た
り
す
る
と
、
保
険
証
を
使
っ
た
医
療

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

主
と
同
じ
住
居
で
生
活
を
し
、

賃
金
の
支
払
が
な
く
、
生
計

を
一
に
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
雇
用
主
と
同

じ
世
帯
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

賃
金
の
支
払
が
あ
り
、
生
計

が
別
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
世

帯
と
な
り
ま
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
…

届
出
が
遅
れ
る
と
、
①
保

険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
②
医
療

費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
③
後
で
医
療

費
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

加
入
は
世
帯
単
位
で

届
出
は
14
日
以
内
に

国
保
へ
は
世
帯
単
位
で
加

入
し
、
加
入
手
続
き
は
世
帯

主
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
世
帯
主
は
自
分
の
家

族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
族
一
人
ひ
と
り
が

み
ん
な
被
保
険
者
で
す

国
保
で
は
、
加
入
は
世
帯

単
位
で
す
が
、
家
族
一
人
ひ

と
り
が
皆
、
被
保
険
者
で
す
。

保
険
証
は
一
世
帯
に
一
枚
交

付
さ
れ
ま
す
。
同
じ
住
居
に

住
ん
で
生
計
が
一
緒
の
人
は

同
じ
世
帯
と
な
り
ま
す
。

住
み
込
み
の
店
員
や
お
手

伝
い
さ
ん
な
ど
で
も
、
雇
用

◆ 国保に加入するとき
こんなとき 手続に必要なもの

ほかの市区町村から転入してきた 印かん、ほかの市区町村の転出証明書
職場の健康保険をやめた 印かん、職場の健康保険をやめた証明書
生活保護を受けなくなった 印かん、保護廃止決定通知書
子どもが生まれた 印かん、保険証

◆ 国保から脱退するとき
こんなとき 手続に必要なもの

ほかの市区町村へ転出する 印かん、保険証
職場の健康保険に加入した 印かん、国保の保険証、職場の健康保険証
生活保護を受けるようになった 印かん、保険証、保護開始決定通知書
国保の加入者が死亡した 印かん、保険証、預金通帳、会葬御礼のはがき

◆ そのほかのとき
こんなとき 手続に必要なもの

町内で住所が変わった 印かん、保険証
退職者医療制度に該当した 印かん、国保の保険証、年金証書
世帯が分かれた、一緒になった 印かん、保険証
出稼ぎに行く、長期旅行をする 印かん、保険証
修学のため住所を変えた 印かん、保険証、在学証明書
保険証をなくした、汚れて使えなくなった 印かん、身分を証明するもの、使えなくなった保険証

世帯主や加入者の名前が変わった 印かん、保険証
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高齢者見守りネットワーク開始!!
＊＊高齢者の世帯を民生委員が訪問します＊＊

町では、緊急時や災害時などの支援を充実させるため、一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦の世帯を
民生委員が訪問し、世帯の状況などを聞き取り調査します。（この情報は、見守りネットワーク活動、
緊急時、災害時救護活動及び更新調査以外に使用することはありません）

 ① 65 歳以上のひとり暮らしの高齢者世帯
 ②高齢者夫婦（夫 65 歳以上・妻 60 歳以上）のみの世帯
 ③その他（民生委員が対象者として適当と判断した人）

鞍手町役場　福祉人権課福祉高齢者班
☎  ４２局２１１１　内線 244
■受付時間　８：30～17：15（土・日・祝日を除く）

＊＊＊問い合わせ＊＊＊
・民生委員は身分証を携帯しています。
・ 登録手数料や金品の請求などは一切ありま

せん。そのような事態が発生した場合は、
ご連絡ください。

疑問
ちょっ

と

？！
どんな人が対象なの？

聞いた内容はどうするの？

お聞きした内容は、個人情報になるので、鞍手町役場と民生
委員で大切に保管します。

何かあったときの緊急連絡先や災害時の避難場所の確認を聞
き取り調査します

どんなことを聞くの？

「日本年金機構」が平成22年１月１日からスタート!!
＊＊社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします＊＊

・ 現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談など
の窓口として引き続きご利用いただけます。また「年金事務所」は現在ある社会保険事務所の建物
をそのまま使用しますので、所在地の変更はありません。

・ 日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社会保険事務所の名義でご案内していた各種の
関係書類は、内容により、今後は厚生労働省または日本年金機構の名義でご案内がいくことになり
ます。みなさんに何らかの手続をしていただくことは一切ありませんので、ご安心ください。

・ 日本年金機構は、社会保険庁や公的年金の運用業務を引き継いで行うことになりますが、公的年金
制度は、国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任を持つことについては、これまでと
変わりありません。

鞍手町役場　保険健康課保険年金班
　　☎  ４２局２１１１　内線 205
■受付時間　８：30～17：15（土・日・祝日を除く）

＊＊＊問い合わせ＊＊＊
社会保険庁

厚生労働省

日本年金機構

廃止

公的年金の運用業務

公的年金の財政責任・
運営責任

平成22年１月１日

民生委員がお伺いした際はご協力を
お願いします。



今
月
の
納
税
（
11
月
）

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
６

期
分

納
期
限
は
11
月
25
日
（
水
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
を
考
え
る
週
間

国
税
庁
で
は
、
11
月
11
日

か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
定
め
、
税
の
意
義

や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、

税
務
行
政
の
現
状
と
取
り
組

み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

の
周
知
と
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
☎

（
０
５
７
０
）
０
１
５
９
０
１

番
ま
た
は
、
直
方
税
務
署
総

務
課
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
で

納
期
限
は
11
月
30
日

個
人
事
業
税
の
納
税
を

お
忘
れ
な
く

個
人
で
事
業
を
営
ま
れ
て

い
る
皆
さ
ん
。
11
月
は
個
人

事
業
税
の
第
２
期
分
の
納
付

月
で
す
。
県
税
は
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴

重
な
財
源
。
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
納
税
は
、
便
利

で
安
全
な
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
納
期
限　

11
月
30
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
飯

塚
・
直
方
県
税
事
務
所
課
税

第
一
課
事
業
税
係
☎
（
０
９

４
８
）
２
３
局
４
１
１
１
番

（
内
線
５
１
５
）
ま
で

事
業
者
を
対
象
に

年
末
調
整
の
説
明
会

直
方
税
務
署
で
は
、
事
業

者
を
対
象
に
し
た
年
末
調
整

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
事
前
に
事
業
者
へ
お

送
り
す
る
関
係
書
類
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
19
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た
（
直
方
市
山
部
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
法
人
課
税
部
門
☎
２
２

局
０
８
８
０
番
ま
で

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

サ
ー
ビ
ス
終
了

税
の
質
問
に
回
答
す
る

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
の
う

ち
、
電
話
音
声
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
11
月
30
日

で
終
了
と
な
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
タ
ッ
ク

ス
ア
ン
サ
ー
は
引
き
続
き
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務
署

総
務
課
☎
２
２
局
０
８
８
０

番
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

11
月
10
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
婦

人
相
談
員
兼
母
子
自
立
支
援

員
、
行
政
相
談
委
員
の
皆
さ

ん
が
、
あ
な
た
の
悩
み
に
お

こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
25
日
（
水
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

税
金

相
談

くらしの情報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●長谷別館…42 局 4659 番

●教育課…42 局 7200 番
●歴史民俗資料館…42 局 3200 番

●くらじの郷…42 局 8811 番
●社会福祉協議会…42 局 7800 番

●中央浄水場…42 局 0417 番
●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

31

Calendar
2009
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ 4 5 ６ 7
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
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くらしの情報

ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
は

特
設
人
権
相
談
所
ま
で

人
権
擁
護
委
員
や
直
方
法

務
局
職
員
が
、
人
権
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　

12
月
４
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
相
談
内
容　

い
じ
め
問
題
、

法
律
問
題
、
家
庭
内
の
も

め
ご
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
班
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

11
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相
談

▽
と
き
＝
11
月
６
日（
金
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
　

▽
と
き
＝
11
月
12
日
（
木
）

午
後
３
時
30
分
か
ら
４
時

30
分
ま
で（
九
州
リ
オ
ン
）

　

▽
と
き
＝
11
月
19
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）　

　

▽
と
き
＝
11
月
25
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
小
倉
補
聴
器
）　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

　

▽
と
き
＝
11
月
５
日（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
　

　
▽
と
き
＝
11
月
24
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日

は「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
。

福
岡
県
警
と
直
方
警
察
署
で

は
、
次
の
と
お
り
犯
罪
の
被

害
に
あ
わ
れ
た
人
の
電
話
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
警

察
本
部
犯
罪
被
害
者
相
談

電
話
「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・

ラ
イ
ン
」
☎
（
０
９
２
）

６
３
２
局
７
８
３
０
番

ま
た
は
、
直
方
警
察
署

被
害
者
支
援
係
☎
２
２

局
０
１
１
０
番
（
内
線

２
１
４
）
ま
で

労
働
問
題
相
談
会

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援

事
務
所
に
よ
る
労
働
問
題
相
談

会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

す
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　

11
月
19
日（
木
）午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
筑

豊
労
働
者
支
援
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

１
１
４
９
番
ま
で

法
律
問
題
の
悩
み
を
解
決

無
料
調
停
相
談
会

直
方
調
停
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
無
料
調
停
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
法
律
問
題
で

お
悩
み
の
人
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き　

11
月
27
日（
金
）午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
●
と
こ
ろ　

宮
若
市
若
宮
商

工
会
館

●
相
談
内
容　

金
銭
問
題
（
消

費
者
金
融
を
含
む
）、
交
通

事
故
、
土
地
・
家
屋
、
家
庭

問
題
、
公
害
（
騒
音
・
悪
臭

な
ど
）
戸
籍
、
相
続
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
調
停

協
会
（
福
岡
地
方
・
家
庭

裁
判
所
直
方
支
部
内
）
☎

２
２
局
０
５
２
２
番
ま
で

多
重
債
務
者

無
料
相
談
ウ
ィ
ー
ク

11
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で

は
、
多
重
債
務
者
無
料
相
談

ウ
ィ
ー
ク
で
す
。
自
ら
の
収

入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど

の
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の

人
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

最
寄
の
弁
護
士
会
ま
た
は
司

法
書
士
会
の
相
談
窓
口
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
９
２
）
６
３
２
局

１
６
０
０
番
ま
で

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
労
支
援

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
（
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
）
を
対

象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
て
就
労
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
支
援
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
居
住
す
る
町
役
場
で
面

談
を
実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
）

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

０
３
９
０
番
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


電
話
相
談
へ
ど
う
ぞ

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
離

婚
協
議
中
の
人
を
対
象
に
養

育
費
の
電
話
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
と
き　

平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
）

☎
（
０
９
２
）
５
８
４
局

３
９
３
１
番
ま
で

卓
球
大
会
で

得
意
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を

決
め
よ
う

第
26
回
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
29
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
（
受
付
８

時
30
分
か
ら
40
分
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

町
立
体
育
館

●
参
加
資
格　

町
内
に
住
ん

で
い
る
人
や
勤
め
て
い
る

人
、
鞍
手
町
卓
球
連
盟
の

会
員

●
種
目　

①
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
②
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
③

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

●
試
合
形
式　

パ
ー
ト
別
予

選
リ
ー
グ
戦
後
、
順
位
別

決
勝
リ
ー
グ
戦
。
試
合
球

は
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

●
参
加
費　

無
料

●
締
め
切
り　

11
月
20
日

（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

鞍
手
町
体
育
協
会
事
務
局

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２

局
７
２
０
０
番
ま
で

募
集

鞍手ライオンズクラブでは、母子・
父子家庭の町内保育園児と保護者を対
象にバスハイクを実施しますので、参
加者を次のとおり募集します。
● とき　11 月 15 日（日）午前８時から

午後６時まで
● 行き先　セントレジャー城島高原

パーク（雨天実施）
● 対象　町内保育園児とその保護者（母

子・父子家庭を優先）※保護者は必
ず１名の同伴をお願いします。

● 定員　50 人（先着順）定員になり次
第締め切ります

● 集合場所　ＪＡ直鞍くらてグリーン
センター駐車場　午前７時 30 分

● 参加費　入園料・昼食無料（ただし、
乗り物パス券についてはお子様のみ
無料）

● 申し込み締め切り　11 月 10 日（火）
まで（平日の 13 時から 17 時まで）

● 問い合わせ　鞍手ライオンズクラブ
☎４２局５３２８番まで

参加者を募集します

11 月 15日は
楽しい
バスハイク
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手
作
り
の
し
め
縄
で

新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か

歴
史
民
俗
資
料
館
講
座
「
青

空
の
会
」
で
は
、
し
め
縄
作

り
の
体
験
学
習
会
の
参
加
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

12
月
５
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　
歴
史
民
俗
資
料
館

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

30
人
（
１
家
族
１

名
。
ま
た
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で

病
気
の
予
防
は

正
し
い
知
識
か
ら

町
立
病
院
腎
臓
病
教
室
で

町
立
病
院
で
は
、
正
し
い

知
識
を
得
て
病
気
の
予
防
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
11

月
に
３
回
の
腎
臓
病
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
内
科
医
師
講
演　

▽
と
き

＝
11
月
６
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
▽
テ
ー
マ
＝
慢

性
腎
臓
病
に
つ
い
て

●
試
食
会
他　

▽
と
き
＝
11

月
13
日
（
金
）
正
午
か
ら

▽
テ
ー
マ
＝
減
塩
食
に
つ

い
て
（
試
食
会
）
▽
テ
ー

マ
＝
お
薬
の
話
（
薬
剤
師

講
演
）

●
血
管
年
齢
測
定
他　

▽
と

き
＝
11
月
20
日（
金
）
午
後

１
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

町
立
病
院

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

町
立
病
院
ま

で
身
体
障
害
者
を
対
象

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

福
岡
県
人
事
委
員
会
で
は

次
の
と
お
り
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。

●
受
験
資
格　

①
身
体
障
害
者

福
祉
法
第
15
条
に
定
め
る
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
１

級
か
ら
４
級
ま
で
の
者
②
自

力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
、
介

護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が

可
能
な
者
③
昭
和
55
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者
④
福
岡
県
内

に
住
所
を
有
す
る
者
⑤
活
字

印
刷
文
ま
た
は
点
字
に
よ
る

出
題
に
対
応
で
き
る
者

●
募
集
職
種
・
人
員　

▽
一
般

事
務
＝
２
名
▽
警
察
事
務
＝

１
名

●
受
付
期
間　

11
月
２
日（
月
）

か
ら
20
日
（
金
）
ま
で
。

郵
送
の
場
合
は
11
月
20
日

の
消
印
有
効

●
試
験
日　

12
月
13
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み

方
法
や
試
験
会
場
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
福
岡
県
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

☎（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
９
５
６
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟

（
体
育
館
）の
11
月
の
休
館
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

２
日
（
月
）、
９

日（
月
）、
15
日（
日
）、
16

日（
月
）、
23
日（
祝
）、
30

日（
月
）
で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

く
ら
じ
の
郷
の

薬
湯
が
変
わ
り
ま
し
た

く
ら
じ
の
郷
の
薬
湯
が
「
週

替
わ
り
の
湯
」
と
し
て
10
月

20
日
か
ら
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
使
用
す
る
薬
剤
は
、

効
能
が
17
種
類
と
大
変
豊
富

で
、
色
合
い
や
香
り
も
他
の

浴
場
で
好
評
を
得
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
薬
剤
の
種
類　

よ
も
ぎ
・
ど

く
だ
み
・
紫し

こ

ん根
・
米
ぬ
か
オ

リ
ー
ブ
・
甘か

ん
ぞ
う草
の
５
種
類

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

障
が
い
児
者
サ
ロ
ン
の

参
加
者
募
集

障
が
い
児
者
の
余
暇
活
動

を
考
え
る
つ
ぐ
み
の
会
で
は
、

偶
数
月
の
第
１
日
曜
日
に
サ

ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

12
月
６
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷（
ふ

れ
あ
い
棟
）

●
活
動
内
容　

ふ
う
せ
ん
バ

レ
ー
等
の
ボ
ー
ル
遊
び
や

お
し
ゃ
べ
り

●
参
加
費　

保
険
代
、
お
や

つ
代
と
し
て
二
百
円
、
小

学
生
は
百
円

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

来
年
１
月
10
日
は

鞍
手
町
成
人
式

平
成
21
年
度
の
成
人
式
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該

くらしの情報

お
知
ら
せ

試
験

講
習

鞍手町では、日中は仕事が忙しくて役場や
中央公民館へ行けない人や夕方しか時間が取
れないという人のため、各種証明書の交付や
町税、使用料の支払が行えるよう窓口業務の
一部を延長しています。なお、時間外窓口で
は取り扱いができない業務もありますので、
詳しいことはお問い合わせください。
● とき　毎週木曜日。時間は午後７時まで（祝

日や役場閉庁日・休館日を除く）
● 税務住民課　所得証明・納税証明・評価証

明の発行、納税相談、戸籍・住民票・印鑑
証明書の発行など　※電子証明の申請は時間
外の取扱ができませんのでご注意ください

● 会計収納対策課　町税・町営住宅の家賃・
保育料・水道料・下水道使用料の収納業務

● 教育課（中央公民館）　中央公民館・体育施
設の使用手続き

● 問い合わせ　役場税務住民課・会計収納対
策課・教育課まで

利用しやすい窓口をめざしています

毎週木曜日は
窓口業務を
延長しています
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くらしの情報

当
す
る
人
に
は
12
月
初
旬
に

往
復
は
が
き
で
ご
案
内
し
ま

す
。
町
内
の
中
学
校
を
卒
業

後
に
町
外
に
転
出
し
て
い
る

人
で
、
鞍
手
町
の
成
人
式
に

出
席
を
希
望
す
る
人
は
教
育

委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
班

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

平
成
22
年
１
月
10

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

12
月
１
日

人
権
週
間
講
演
会

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の

一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。
町

で
は
、
毎
年
12
月
に
「
人
権
週

間
の
集
い
」
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

12
月
１
日（
火
）
午

後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

「
こ
の
子
ら
に
教
え
ら
れ
て
」

●
講
師　

吉
岡
一
博
さ
ん
（
地

球
防
衛
隊
バ
ン
ブ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

大
人
が
変
わ
れ
ば

子
ど
も
も
変
わ
る

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
は
、
次
の
と
お
り
青

少
年
健
全
育
成
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
演
題　
「
地
域
防
犯
活
動
と

青
少
年
育
成
に
つ
い
て
」

～
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ

た
安
全
な
地
域
づ
く
り
と

青
少
年
育
成
～

●
講
師　

金
子
昌
隆
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

行
政
評
価

外
部
評
価
委
員
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

行
政
評
価
の
透
明
性
や
客
観

性
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、

町
民
の
視
点
を
行
政
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
次
の

と
お
り
行
政
評
価
外
部
評
価
委

員
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
会
議

は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
と
き　

第
１
回
目
は
11
月
13

日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
か

ら
。
第
２
回
目
以
降
の
会
議

日
程
は
未
定
で
す
。
次
回
以

降
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し

く
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

●
と
こ
ろ　

役
場
議
事
堂

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画
財

政
課
政
策
財
政
班
ま
で

あ
す
ば
る
出
前
講
座

鞍
手
町
農
業
女
性
の
会
で

は
、
あ
す
ば
る
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
女
性
部

員
を
指
導
者
と
し
て
、
味
噌

作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。
当
日

は
、
作
っ
た
味
噌
の
持
ち
帰

り
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
５
日（
土
）
午

後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30

分
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
て
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

味
噌
作
り
～
男み
ん
な女

で
学
ぼ
う 

味
噌
作
り
と
男

女
共
同
参
画
～

●
材
料
費　

三
百
円

●
募
集
人
員　

15
人
（
先
着

順
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

●
申
込
期
間　

11
月
12
日

（
木
）
か
ら
11
月
26
日
（
木
）

の
平
日
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
班
ま
で

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

警
察
で
は
、
11
月
を
「
指
名

手
配
被
疑
者
捜
査
強
化
月
間
」

に
指
定
し
、
オ
ウ
ム
真
理
教
特

別
手
配
被
疑
者
な
ど
の
指
名
手

配
被
疑
者
捜
査
を
重
点
的
に
行

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、

善
良
な
住
民
を
装
い
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
に
潜
伏
し
て
い
ま
す
。
特

徴
と
し
て
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め

室
内
を
見
せ
な
い
。
部
屋
へ
の

出
入
り
の
際
、
周
囲
を
気
に
し

て
い
る
。
こ
と
さ
ら
近
隣
の
住

民
と
接
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。
な
ど
の
不
審
な
行
動
で
す
。

お
か
し
い
な
、
と
思
っ
た
ら
警

察
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
警
察

署
☎
２
２
局
０
１
１
０
番

ま
で

福岡県鞍手郡鞍手町大字中山 3218
TEL  0949 − 42 − 4676
FAX  0949 − 42 − 7852

＊＊快適な空間を＊＊
水洗改造をしませんか？

有限会社 有泉管工
水洗改造工事・浄化槽工事・水道工事

広報くらてに広告を掲載しませんか。
◉掲載料（１か月あたり）
　▶全一段（縦43㎜×横187㎜）…１万円
　▶半一段（縦43㎜×横 91㎜）…５千円
◉申し込み期限　発行日（毎月１日）の40日前まで
◉掲載の可否　事前審査により決定
◉申し込み・問い合わせ　役場総務課庶務管財班まで

募集します!!

総務省では、経済的な理由などで地上アナ
ログ放送から地上デジタル放送に移行するこ
とが難しい世帯に対する支援を開始します。
● 支援の対象となるのは？　生活保護世帯な

どの公的扶助受給世帯、市町村民税非課税
の障害者のいる世帯、社会福祉事業施設入
所者などで、日本放送協会（ＮＨＫ）の受
信料の全額免除を受けている世帯の方々が
対象です。

● 受けられる支援の内容は？　現在お持ち
のアナログテレビに取り付ける「簡易な
チューナー」の無償給付を行います。アン
テナ改修などが必要な場合は、その支援も
行います。

● 申し込み先は？　総務省地デジチューナー
支援実施センターです。申込書は各市町村
及び近くの NHK 窓口に設置されています
が、部数に限りがありますので、事前に電
話などで確認をお願いします。

● 支援の受付期間は ?　平成 21 年度の受付
期間は、10月１日から12月28日（消印有効）
までです。平成 22 年度以降の受付期間は
決まり次第お知らせします

● 注意点　①支援の申し込みには、NHK と
受信契約を結び、全額免除の適用を受ける
ことが必要です。早めの手続きをお願いし
ます。②支援は現物支給です。ご自身で購
入されたチューナー、アンテナ改修などの
費用を清算することはできません。

地デジ放送
簡易チューナー
給付支援

＊＊＊問い合わせ＊＊＊
総務省地デジチューナー支援実施センター
☎  ０５７０－０３３８４０
NHK視聴者コールセンター
☎  ０５７０－０００５８８
鞍手町役場　☎  ４２局２１１１　
　福祉人権課福祉高齢者班　内線 245
　企画財政課政策財政班　　内線 342
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後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、

世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
場
合
、
入

院
し
た
と
き
の
窓
口
負
担
額

や
食
事
代
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
が
決
ま
っ

た
と
き
は
前
も
っ
て
手
続
き

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類
（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、
も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
い
と

い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

14
年
11
月
２
日
か
ら
12
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

11
月
27
日

（
金
）午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

　

（かっこ内は前年比）

町内の
交通事故
発生状況

【９月中】

● とき　11月11 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市
通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６２２局０４０３番まで

【累　計】
件 数 1 ７人（＋11） 件 数 165 件（－ 13）

死 者 120人（±10） 死 者 120人（±10）

傷 者 114 人（＋17） 傷 者 187 人（－20）

巡回
交通事故

相談

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　11 月 14 日（土）午前 10

時から
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ
。

●11 月 1日（日）町立病院（城ヶ崎）
　　　　　　　　　　☎４２局１２３１番
●11 月 3日（祝）梅谷医院（本町）
　　　　　　　　　　☎４２局３３７７番
●11 月 8日（日）町立病院（城ヶ崎）
●11 月15 日（日）木原医院（山ヶ崎）
　　　　　　　　　　☎４２局５００５番
●11 月22 日（日）町立病院（城ヶ崎）
●11 月23 日（祝）原医院（新北）
　　　　　　　　　　☎４３局２０３０番
●11月29 日（日）のりまつ病院（猪倉）
　　　　　　　　　  ☎４２局７００８番  

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ。

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

※第２日曜日は、小児科のみ診療時間を拡大し、
午前９時から対応しています。

くらしの情報

● 問い合わせ
　  直方警察署☎２２局０１１０番まで

のおがた警察署

街頭犯罪だより

車上ねらいが多発中!!

◉犯行は、数十秒で敢行されます。
◉直方警察署管内で９月末までに204
　件の車上ねらいが発生しています。
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75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳

以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、
申

請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い
か

に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療
保

険
、
保
険
料
、
一
部
負
担
割

合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

12
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
19
年
12
月
２
日
か
ら
昭

和
20
年
１
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）に
介
護
保
険
証
を
次

の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。
将
来

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や

介
護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

11
月
17
日

（
火
）
か
ら
20
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権
課

福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交
付

案
内
の
通
知
は
が
き
、
印
か

ん
●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

一
人
で
も
雇
っ
た
ら

労
働
保
険
に
入
ろ
う

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間

雇
用
保
険
と
労
災
保
険
を

総
称
し
て
労
働
保
険
と
い
い

ま
す
。
従
業
員
を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
る
事
業
所
は
、
労

働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
手

続
き
を
と
ら
れ
て
い
な
い
事

業
主
の
皆
さ
ん
、
従
業
員
の

人
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

に
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
・

公
共
職
業
安
定
所
で
加
入
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
制
度
を
正

し
く
理
解
し
、
労
働
保
険
に

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
適
用
室

☎
（
０
９
２
）
４
３
４
局

９
８
３
５
番
ま
で

福
岡
県
の
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
し
た

10
月
16
日
か
ら
、
次
の
と

お
り
福
岡
県
の
最
低
賃
金
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主

の
皆
さ
ん
は
十
分
に
お
気
を

付
け
く
だ
さ
い
。

●
最
低
賃
金　

六
百
八
十
円

（
一
時
間
当
た
り
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
労
働
基
準
部
賃
金
課

☎
（
０
９
２
）
４
１
１
局

４
５
７
８
番
ま
で

会
社
・
法
人
登
記
の

取
扱
庁
が
変
わ
り
ま
す

福
岡
法
務
局
直
方
支
局
が

管
轄
し
て
い
る
直
方
市
、
宮

若
市
、
鞍
手
郡
鞍
手
町
及
び

小
竹
町
の
会
社
・
法
人
に
関

す
る
登
記
事
務
は
、
平
成
22

年
２
月
22
日
（
月
）
か
ら
福

岡
法
務
局
北
九
州
支
局
で
取

り
扱
い
ま
す
。

●
直
方
支
局
で
引
き
続
き
取
り

扱
う
事
務　

　

①
会
社
・
法
人
の
登
記
の
登

記
事
項
証
明
書
及
び
印
鑑
証

明
書
の
発
行

　

②
会
社
・
法
人
の
印
鑑
カ
ー

ド
の
発
行
・
再
発
行
・
廃

止

　

③
会
社
・
法
人
の
電
子
署

名
の
届
出

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
、
福
岡
法
務
局
北

九
州
支
局
（
登
記
部
門
）

☎
（
０
９
３
）
５
６
１
局

３
９
８
８
番
ま
た
は
、
福

岡
法
務
局
直
方
支
局
☎

２
２
局
１
１
４
４
番
ま
で

第
24
回
福
岡
県
技
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
年
も
職
業
能
力
開
発
施

設
で
学
ぶ
訓
練
生
の
技
能
水
準

の
向
上
を
図
る
た
め
、「
第
24

回
福
岡
県
技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
14
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
田
川
高

等
技
術
専
門
校
（
田
川
市
大

字
糒
２
０
５
９
番
地
）

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

陶
磁
器
・
木
工
品
な

ど
の
展
示
・
即
売
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
や
実
演
会

や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
立

田
川
高
等
技
術
専
門
校

☎
（
０
９
４
７
）
４
４
局

１
６
７
６
番
ま
で

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校

体
験
入
学
会

福
岡
県
立
直
方
聾ろ

う

学
校
で

は
、
次
の
と
お
り
体
験
入
学
会

を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
20
日
（
金
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
１
時

30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
直
方
聾

学
校
（
直
方
市
大
字
感
田

３
４
６
番
地
１
）

●
対
象　

聴
覚
障
害
の
あ
る
幼

児
（
平
成
19
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）、
小
学
生
、
中

学
生

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
立

直
方
聾
学
校
☎
２
６
局

５
３
５
１
番
、
ＦＡＸ
２
６
局

４
６
０
１
番
ま
で

第
17
回
福
岡
県

農
林
水
産
ま
つ
り

福
岡
県
農
林
水
産
ま
つ
り

運
営
委
員
会
事
務
局
で
は
、

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

２
０
０
９
」
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
７
日（
土
）午

前
11
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
、
８
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

県
営
天
神
中
央
公

園
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡

●
内
容　

県
内
農
林
水
産
物
の

展
示
・
即
売
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
農
林

水
産
ま
つ
り
運
営
委
員
会
事

務
局
☎
（
０
９
２
）
６
４
３

局
３
４
８
６
番
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ
内
は
故

人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
香
典

返
し
】

▽ 

伊
藤
玉
枝
様
＝
古
門（
常
敏
）

▽ 

芝
野
清
子
様
＝
木
月
（
キ
ク

ヱ
）

●
町
立
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽
井
上
司
郎
様
＝
大
池
（
田
中

ミ
ス
エ
）

▽ 

伊
藤
玉
枝
様
＝
古
門（
常
敏
）

▽ 

芝
野
清
子
様
＝
木
月
（
キ
ク

ヱ
）

●
鞍
寿
の
里
へ【
香
典
返
し
】

▽
伊
藤
玉
枝
様
＝
古
門（
常
敏
）

くらしの情報

愛の
贈
り
も
の

住宅塗装で失敗しないためには、塗り替え勉強会
開催日：11 月 15 日　※日程は変更する場合がありますので、お電話でご確認ください　　　　　　　　 

時　間：10 時 00 分～ 11 時 00 分　　14 時 00 分～ 15 時 00 分　　　　　　　　　

株式会社フクモト工業
福岡県鞍手郡鞍手町大字室木 1054 番地２
TEL  0949 − 42 − 1075

塗装工事のお見積りもお任せください

19 − 2009.11



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・９月の人の動き

平成21 年11 月号  No.599

・人口　17,968 人
・男性　 8,542 人
・女性　 9,426 人
・世帯数  7,588 世帯

（平成21 年９月30 日現在）

・出生  15 人
・死亡  18 人
・転入  60 人
・転出  152 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.fukuoka.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.fukuoka.jp/i/

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

　

【鮭のなべ照り野菜の甘酢ソースかけ】１人当たりの栄養価　193kcal

　　■作り方
①…鮭は片栗粉をまぶす。
②…フライパンで油を熱し、①の両面をこんがりと焼く。
③…②のフライパンの余分な油をふきとり、たれの材料を加え

て、ひと煮立ちさせ、鮭にからめて照りを出し、皿に盛る。
④…セロリは筋を除いて５mm 角に、ミニ

トマトはへた除いて縦４等分に切り、
甘酢であえ、③の鮭にかける。

【豚肉とせん切り生野菜のあえもの】１人当たりの栄養価　180kcal

　

　
　
　■作り方

①…豚肉は繊維に沿ってせん切りにす
る。

②…フライパンで油を熱し、豚肉を炒
め、A のたれを加えて全体を混ぜ、
皿に取り、冷ましておく。

③…たまごを器にときほぐし、塩を加えて錦糸卵を作る。
④…きゃべつ、きゅうり、にんじんは良く洗い、すべてせん切

りにして水気をよく切る。
⑤…春雨は固めにもどして10cmほどの食べやすい長さに切る。
⑥…盛り付け皿の中央にキャベツをこんもりと盛り、その上に

春雨、きゅうり、にんじん、錦糸卵を放射線状に盛り付け、
豚肉を天盛りにし、B のたれを混ぜ合わせ、食べる直前に
全体に回しかける。

元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■材料（６人分）
　鮭（６切れ）、片栗粉（大さ

じ２）、サラダ油（大さじ 1.5）、
セロリ（150g）、ミニトマト

（12 個）

■材料（６人分）

　豚ももスライス（150g）、サラダ油（大さじ１）、キャベツ
（150g）、きゅうり（150g）、にんじん（50g）、はるさめ（30g）

　たまご（３個）、塩（小さじ 1/2）、サラダ油（大さじ１）

□ 11月のカレンダー
日 曜日 行事内容

1 日

2 月

3 火 文化の日　　少年の主張大会（中央公民館 :９時～12時）

4 水

5 木 補聴器相談（町立病院：14時～17時）

6 金 補聴器相談（役場：13時～14時）

7 土

８ 日

９ 月

10 火 無料法律相談（くらじの郷：14Ｐ参照）

11 水

12 木 補聴器相談（役場：15時 30分～16時 30分）

13 金

14 土 いろりばたお話しの会（歴史民俗資料館：10時～）

15 日

16 月

17 火 介護保険証交付　17日～20日
　　　（役場：８時30分～17時 15分　19P参照）

18 水

19 木 補聴器相談（役場：13時～14時）

20 金

21 土

22 日

23 月 勤労感謝の日

24 火 補聴器相談（町立病院：14時～17時）

25 水
心配ごと相談（くらじの郷：14Ｐ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時）
国民健康保険税（６期分）納期限

26 木

27 金 国保高齢受給者証交付（役場：９時～17時 15分　18P参照）

28 土

29 日

30 月

テーマ
「野菜を食べましょう」

　野菜には、生活習慣病に役立つビタミン、ミネラル、食物繊維
などが豊富です。しかもエネルギーが低めなので肥満が気になる
人も満足感のある食事を楽しむことができます。

◆ 一口メモ ◆目標は１日350g

■甘酢（６人分）
　酢（大さじ３）、砂糖（大さ

じ 1.5）、塩（小さじ 1/3）

■たれ（６人分）
　しょうゆ（大さじ３）、み

りん（大さじ３）、砂糖（大
さじ 1.5）

■たれA（６人分）
　酒（大さじ１）、しょうゆ（小さじ 1.5）、しょうが汁（少々）
■たれB（６人分）
　しょうゆ（大さじ２）、酢（大さじ２）、練りがらし（小

さじ１）、ごま油（大さじ１）


